
　

　 　　　　
 

　

   

 

 

　

 

 

蓄音器からはレトロな歌謡曲。テーブルコーディネートは職員が手分けして　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丸西組では創立70周年と西功太郎新社長就任祝いに関係業者などから沢山の胡蝶蘭を頂いたそうです。1ヶ月
ほど本社の玄関先に飾られていましたが、それぞれの施設へ御裾分けして頂きました。花もまだまだ元気でした
のでふらまの玄関やﾛﾋﾞｰ前に飾り皆様に大いに喜ばれました。さて、来年からこの花を綺麗に咲かすことが課題
です。幸いふらまには胡蝶蘭を育てることに長けた職員がいます。数年前に頂いた株も毎年綺麗に咲かせており
来年からが楽しみです。

 

10鉢以上の胡蝶蘭が飾られたふらまの玄関は1ヶ月ほど花屋さんの店先のようでした。入居者様は口々に「こ

んな花、値も張るやろうに」と時ならぬ花見を楽しみました。
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文化祭は1年間掛けて製作した作品の発表の場。絵手紙、習字、手芸、共同制作作品など力が入ります。

今日は消火訓練で

す。備え付けの消

火ホースの放水圧

力の強さに思わず

二人で支えました。

消防署からも「非

常に優秀な消火設

備です。」と折り

紙つき。後はいか

に使いこなすか日

頃の訓練次第です



 
　

 

「朴葉飯（まま）」部屋じゅうが朴の葉の芳香に包まれた。

　

 

 

　　　　編集後記
新幹線の小松市内の工事も幹線道路の
架橋部分だけのようで、特に北浅井交
差点（旧東京ストアー跡）はスパン
70ｍ以上の橋桁を掛けるということ
でとても大掛かりな工事になるようで
す。それでも新幹線の事業は、それこ
そアレヨアレヨという間にパタパタと
仕上がって行きます。営利目的の事業
ですから1日でも早い工事の完成が望
まれることは当然ですがその手際の良
さには驚きました。

たのしめる音楽療法：専門のスタッフによる実技指導で大変盛り上がり、普段のレクには無反応な方でも車椅子

を揺らすくらい一生懸命にタンバリンや鳴子を演奏する姿を目の当たりにして職員も思わず感涙していました。

遠足の日に

行楽弁当を

頂きました


